
議
員
提
出
第
六
号
議
案

若
者
の
雇
用
対
策
の
更
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

今
春
卒
業
見
込
み
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
昨
年
十
二
月
一
日
時
点
で
六
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど

ま
り
、
調
査
を
開
始
し
た
一
九
九
六
年
以
降
で
最
悪
と
な
っ
た
。
日
本
の
将
来
を
担
う
べ
き
若
者
の
人
生
に

と
っ
て
厳
し
い
問
題
で
あ
り
、
経
済
・
社
会
の
活
力
低
下
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

あ
る
。

景
気
低
迷
が
長
引
く
な
か
、
大
企
業
が
採
用
を
絞
り
込
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
は
大
企
業
志

向
が
高
く
、
一
方
、
採
用
意
欲
が
高
い
中
小
企
業
に
は
人
材
が
集
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
（
不
適
合
）
が
就
職
内
定
率
低
下
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
事
態

を
深
刻
に
受
け
止
め
、
今
こ
そ
若
者
の
雇
用
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
都
市
部
で
暮
ら
す
学
生
が
地
方
の
企
業
情
報
を
求
め
て
も
、
地
方
に
所
在
す
る
多
く
の
中
小
企
業

は
資
金
的
余
裕
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
事
業
内
容
や
採
用
情
報
な
ど
を
提
供
で
き
て
お
ら
ず
、
都
市
と
地
方

の
雇
用
情
報
の
格
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
若
者
の
雇
用
確
保
と
地
元
企
業
の
活
性
化
の
た
め
に
も
自
治
体

が
行
う
中
小
企
業
と
学
生
を
つ
な
ぐ
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
に
積
極
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の
雇
用

対
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事
項
を
早
急
に
決
定
・
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一

人
材
を
求
め
る
地
方
の
中
小
企
業
と
学
生
を
つ
な
ぐ
た
め
の
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
を
自
治
体
が
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

二

都
市
と
地
方
の
就
職
活
動
費
用
の
格
差
是
正
と
と
も
に
、
ど
こ
で
も
情
報
を
収
集
で
き
る
よ
う
就
活
ナ

ビ
サ
イ
ト
の
整
備
等
を
通
じ
て
地
域
雇
用
の
情
報
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
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